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2016年1月29日 

米利上げ、2016年のペースは？ 

FRBは世界経済と金融情勢を注視しており、3月の利上げを見送りそうです。た
だ緩やかな利上げ方針は維持されており、年内は2回の利上げを予想します。 

米国の金融政策 

（注） 図表1のデータ期間は2013年12月から2018年12月。米連邦公開市場委員会（FOMC）メンバーの見通しは、2015年末、
2016年末、2017年末、2018年末における適切なフェデラルファンド（FF）金利誘導目標の水準に関する2015年12月時点の予想
中央値を期間按分して結んだもの。FF金利先物市場の見通しは2016年1月28日時点の各限月の価格から算出した利回りを結んだも
の。図表2のデータ期間について、2013年12月27日から2016年1月22日までは実績値で、2016年12月末の値は2016年1月
18日時点における三井住友アセットマネジメントの見通し。 

（出所） FRBの資料やBloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■足元の金融市場の混乱度合いを勘案すれば、
次回3月の会合での利上げは難しいと思われま
す。フェデラルファンド（FF）金利先物市場が織
り込む年内の利上げ回数はせいぜい1回ですが、
米経済の底堅い成長を背景に、利上げは年内
2回行われると予想します。 

■米連邦準備制度理事会（FRB）は1月
26日 、 27日の連邦公開市場委員会
（FOMC）において、世界経済と金融情勢を
注視し、それらが労働市場などに与える影響を
精査するとした一方、緩やかな利上げ方針を
維持すると改めて表明しました。 

【図表1：FOMCメンバーと市場のFF金利見通し】 【図表2：FF金利と米10年国債利回りの見通し】 
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